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研究成果の概要（和文）：令和3年度から令和5年度の期間にて、自閉スペクトラム症者に対して、性別を層別化
し、通常の治療を継続する群(対照群)と、スローエアロビックを10分間行う群(介入群)の2群に割り付けた。介
入群のプログラムの内容と頻度は、スローエアロビックを毎日10分間、30日間行う。週1日は精神医療センター
デイケア内にて研究対象者全員で、残りの日は自宅でスローエアロビックを行うこととした。
　必要症例数は60例であったが、COVID-19の感染拡大の影響が大きく、研究期間中に研究同意を取得できたのは
合計22名と、必要症例数に達することができなかった。

研究成果の概要（英文）：From 2021 to 2023, patients with autism spectrum disorder were divided into 
two groups stratified by gender: a control group receiving standard treatment and an intervention 
group performing slow aerobics for 10 minutes everyday. The program of intervention group involved 
daily 10-minute slow aerobics session for 30 days. The intervention group participants involve at 
the mental health daycare center once a week and they conducted slow aerobics at home other days. 
Only a total of 22 individuals were able to obtain a consent of research while the required number 
of cases was 60, because the impact of COVID-19 affected the study schedule.

研究分野：運動療法

キーワード： 低強度運動療法　自閉症　スローエアロビック
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
低強度運動プログラムが、成人期ASD者の認知機能や社会機能、免疫炎症系、脳機能・構造に及ぼす影響を検討
し、新規治療法の開発および病態解明につなげることが目的であったが、残念ながら目標症例数に達することが
できなかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年自閉スペクトラム症(Autism Spectrum Disorder, ASD)の有病率は増加傾向にあると報告

されている。ASD とは、対人関係の質的障害・言語的コミュケーションの障害といった社会認知

の障害や過剰なこだわり、感覚を基盤とする運動や注意・遂行機能等の神経認知機能の障害、さ

らには物事に興味や関心を示し、達成感を得るために自発的に行動を起こすといった内発的動

機付けの障害のために、その社会性が著しく障害されている。 

ASD の病態は複雑であり、遺伝要因と環境要因の相互作用が考えられている。病態の一つとし

て、免疫炎症系の異常について多数報告があり、メタ解析によると血漿や血清において IL-1β・

IL-6 などの炎症性サイトカインが有意に増加していると報告されている。また中枢神経系では、

免疫に重要な役割を果たすミクログリアの異常が報告されており、PET 研究で定型発達者と比較

して ASD 者の小脳・帯状回・眼窩前頭回でミクログリアが活性化されており、とりわけ小脳にお

いてその活性化が顕著であった。さらに ASD 者の脳の機能や構造異常についても多数報告され

ており、ASD では運動機能の調整を担う小脳の灰白質体積減少の報告もみられる。また ASD 者の

小脳と大脳皮質との機能的結合の障害と感覚処理障害との関連性が報告されるなど構造的およ

び機能的に小脳が大脳皮質と関係しながら運動機能や感覚処理などに重要な役割を果たしてい

ると考えられているが、病因や病態生理は未だ解明されていない部分は多い。 

一方で、治療法に関しては確立した薬物療法はなく、感覚情報の処理や統合の改善を目的とし

た感覚統合療法や社会生活技能訓練など心理社会的アプローチが治療の中心となっているが、

有効性については明らかとなっていない。 

ASD 者は感覚を基盤とした運動障害に加えて、社会的コミュニケーション障害などにより社会

的参加が少なく、非運動習慣者であり、ASD 者への運動療法については、運動の巧緻性や協調性

だけでなく、実行機能が中等度の改善を認めたとのメタ解析の報告があり、期待が高まっている。

しかし、先行研究では、運動機器や器具を用いた研究が多く、また非運動習慣者である ASD 者に

対して身体的負担が少なく、楽しみながら継続して実施できる適切な運動強度や実施期間など

については明らかとなっておらず、検討する余地がある。 

 

 
２．研究の目的 

申請者らが開発し、すでに健常者に対する認知機能や脳機能への改善効果を示し、運動機器を

必要としない低強度運動プログラム「スローエアロビック」が、成人期 ASD 者の認知機能や社会

機能、免疫炎症系、脳機能・構造に及ぼす影響を多面的な生物学的指標で検討し、新規治療法の

開発および病態解明につなげることが目的である。 

 
３．研究の方法 

1. 対象者 

18 歳～49 歳までの ADOS-2 によって診断され、未就労など社会的機能の低下のある ASD 者と

する。 

2. 介入方法 

通常の治療を継続する群(対照群)とスローエアロビックを行う群(介入群)の 2 群に性別を層

別化し、無作為に割り付ける。介入群では、プログラムが収録されている DVD を視聴しながら 1

日 1回 10 分間、30 日間実施する。週 1日は病院で、残りの日は自宅で行う。 



基本動作はフリフリグッパー、ノビユラ、フレアーツイストの 3種類で、内容はウォーミング

アップ(約 2分間)、インターバル形式(約 6分間)、クーリングダウン(約 2分間)の合計 10 分間

から構成された、低強度の運動プログラムである。 

 

 
 

3. 評価方法 

介入前 1 週間以内と介入終了後 1 週間以内の 2 時点で認知機能や身体機能、生物学的指標な

どを評価する。 

 
４．研究成果 

必要症例数は 60 例であったが、COVID-19 の感染拡大の影響が大きく、令和 3年度～令和 5年

度の期間で研究同意を取得し、評価をしたの参加者数は 22 名と、必要症例数に達することがで

きなかった。 
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